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法務局を志望した理由は？

私は前職で所有権移転や分筆等に関わる業務を行っており、不動産登記に関する業務に興
味があったため志望しました。

育児と仕事を両立させるために工夫したことは？

家族だけでなく上司や同僚と相談し、家庭と仕事が円滑に回るように情報共有を行いながら
業務やイベントをこなし両立しています。
また、上司や同僚の協力もあり、子供が生まれてから１か月程度育児休業を取得しました。

仕事でやりがいを感じること・大変だと感じることは？

業務を行う上で、最初は根拠となる法律等について分からないことも多いですが、その知
識を習得し、業務に反映できることがやりがいであり、大変さでもあると感じています。

法務局に興味を持っている皆さんへ

法務局の業務は多岐に渡り、不動産登記業務だけでなく様々な業務があります。
関わったことがない業務も多くあり、分からないことも多々あります。
それでも同じ課の職員の方々からは丁寧な指導をしてもらいながら業務に従事しており、働

きやすい職場だと感じております。
是非、選考採用試験にチャレンジしてみませんか？

不動産登記部門 登記調査官
（令和５年度／選考採用）

○選考採用試験（係長級）について

法務局の業務に有用な職務経験がある方に受験資格があります！

【採用までの流れ】
○書類選考・論文試験⇒人物試験⇒最終合格発表⇒採用

これまでに、官公署、銀行、不動産業など様々な職務経験を有する方が採用
され、法務局の様々な分野で活躍しています！

法務局の職員として、あなたの経験や知見をいかしませんか？
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現在の仕事内容は？

支局の総務係の仕事は、庶務、会計、供託、戸籍、人権擁護事務と多岐にわたりま
すが、主に戸籍事務と人権擁護事務を担当しています。
戸籍事務では、戸籍の届出等の事務処理をする市町村からの照会に回答したり、人
権擁護事務では、人権擁護委員の活動のサポートや人権相談の対応等をしています。

これまでの勤務地と印象に残った業務は？

これまで福岡局と大分局で不動産登記事務、訟務事務、総務事務及び戸籍国籍事務を
経験しました。
その中で特に印象に残っているのは国籍事務です。
日本国籍を取得するための帰化申請の手続に当たり、初回の相談の段階から担当した

申請者に無事に法務大臣から許可がされたときは、安心しましたし、担当してよかった
なと思いました。

仕事をする上で大事にしていることは？

初めて担当する業務は、分からないことも多く大変ですが、慌てずに、根拠等を確
認して一つ一つ着実に進めていくようにしています。

法務局に興味を持っている皆さんへ

法務局では、登記、供託、戸籍、人権擁護、訟務など幅広い業務を扱っているため、
様々な経験を積むことができると思います。
また、それぞれの業務の研修等も充実しています。
少しでも法務局の業務に興味のある方はぜひ業務説明会に参加してみてください。

竹田支局総務係長
（平成２６年度採用）

～御質問にお答えします！～

Ｑ 法務局職員になるためには、法律を勉強していなければいけませんか？

Ａ 法務局では、職員として必要な法律知識・技能を修得するための研修が充実して
いるため、法律を学んだことがないという方でも、安心して業務に取り組むことが
できます！
また、研修では、他県の法務局職員と交流を行うこともでき、全国に同じ

仕事をしている仲間がいるという点も魅力の１つです！


